
Shipbuilding Research Centre of Japan

NII-Electronic Library Service

Shipbuilding 　Researoh 　Centre 　of 　Japan

福山地区消防組合 19 トン級高速消防救急艇

1， は じめ に

　福 山 地 区 消防組合 は 広島県内の 福山

市 ・沼 隈 町 の沿岸区域及 び走 島
・
仙酔島

を担当 海域 と して 活動 して い る。

　 この度、先代 「雪風」に代わ る 消防艇

と して、島 嶼部及び沿岸区域 にお け る救

急 活 動の 強化を付加 した 最新鋭 の 高速消

防救急艇 （以下、本艇）を計画 した 。 本

艇 の主 要 目的を以下に示す。

　  海上 にお ける 船舶火 災、沿岸危険物

　　施設及び建造物等の 火災 に対す る迅

　　速 な消防活動

　  島嶼部 に お ける 救急活動

　  海 上 にお ける 救急救助活動

　  流 出油等の海面処理 活動

　   陸上火 災 の 消 火活 動 に あた る 消 防 自

　　動車へ の 大量送水活動

　  災 害時等の物資輸送

　   そ の 他

　な お、本艇 は単年度の 設計及 び 建造 で

平 成 15年 3月 に消 防組 合 に 引 ぎ 渡 さ れ

た。

　当セ ン ターは 本艇の 基 本設計及 び 建造

監 理 を担当 したの で、以 下 に概 要 を示 す。

2 ， 計画 概要

　
一
般 に消 防艇 は 他の 業 務 艇 に比 べ 消 防

機器の 搭載 による 重量 の 増加 及 び 重心 位

置 の 上 昇 と前方 へ の移 動 が あ り、設 計的

には難 しい 部類 に 入る。本艇 は消 防機 能

を損 な う こ とな く高速 化 す る とい う技 術

的 に相反 する 機能 の両 立 を追 求 した。

　 以下 に特 徴 を示 す。

　  初 期 消 火及 び人命救 助に効果 を発揮

　　す る た め、満載 状 態 で 22 ノ ッ ト以

　　上 、常備 状 態で最 大 約 24 ノ ッ ト以

　　上の速力を確保する。

　  本 艇 は 単胴 V 型 船 型 で 、船用耐食ア

　　ル ミニ ウム 合金製 と し、船体の軽量

　　化を図る。

　  主 機関 を船尾 に 配 置 す る V ドラ イ ブ

　　方式 にする 事に よ り、高速域で の速

　力 に寄与す る とと も に室内騒音の 減

　少を 図る。

  減速逆 転機は 軸傾斜 1ぴ の コ ニ カル

　ギ ヤ 及 び ス リ ッ プ装 置 （電 子 コ ン ト

　 ロ ール ）付2速ギ ヤ方式と した 。 こ れ

　 に よ り、主 機 関 は 水 平配置と な り

　 日々 の メ ン テ ナ ン ス 性 を 考 慮 した。

　ま た、減 速比 が通 常運転時と 消防時

　 とに切 替 わ る こ とに よ り、救 急活 動

　時の 高速 性 能と消 防 艇特 有 の 放水 時

　の定 点 保 持及 び放水 しなが らの航行

　 を可 能 に した。

  タ ン カー等の 火 災、沿 岸 危 険物 施 設

　及 び建 造物 等 の 火 災 に対処す るた め

　 毎 分 3．000 リ ッ ト丿レ型 1基 、毎 分

　2．000 リ ッ トル 型2基 の電 動放水 砲

　 を装 備 す る。な お、砲 はジ ョ イス テ

　 ッ クに よ り操 作す る。

  放水 制御監視盤は 12 型 の カ ラ
ー

タ

　 ッ チパ ネ ル方 式 と し、小 型 軽量 化 を

　 図っ た。

　タ ッ チ パ ネル で は 消 防ポン プの 運

　転、放水 砲の 状態監 視 、バ ウ ス ラス

　タ （ウォ
ー

タ
ー

ジェ ッ ト方式）や各

　電動バ ル ブの 開 閉 をプロ グラ ム及 び

　マ ニ ュ ア ル 方式 で 操 作 する 。

  機 関室は 非常に狭い ため、主機関船

　底弁の 開閉及び補機関の 発停以外の

　操作は 、基 本的に 操舵室で 行な う。

3 、 搭載シス テム

  主機関モ ニ タリン グシス テム

  消 防 放水 制御監 視シ ス テ ム

  監視力メ ラ シ ス テ ム

  吊り下げ式水中テ レビシス テム

4 ． 完成主要 目等

（1） 船体

　 　全長 　 　 　 　 ：　 　 約 19．35 　 m

　　登録長　　　 ：　　　 17．30 　m

　　型幅　　　　 ：　　　　 4．20m

　　型深さ　　　 ：　　　　　 2．OOm

　　満載喫水　　 ：　　　　 0．90m

　 総 トン 数 　　：　　　　　 19 トン

　　定員　　 　　：　　 船員　 　3 名

　　　　　　　　　　　消防員 　8 名

　　　　　　　　　　　その 他　4 名

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 合計 　 15 名

　 航行区域　　 ：　　　 平水

（2） 機 関

　 主 機 関 　 　 　 ：　 　 　 　 　 　 2 基

　 　 高 速 デ ィ
ーゼ ル機 関

　 　 　 電子 制御 方 式

　　 連続 定格出力　　　 610 ．5kW

　　　　　 〃　　　　回車云数　　2230 　　rpm

　 推進 方式 　　 ： プロ ペ ラ　　2基 2軸

　　 ス キ ュ
ー
付、3翼一

体型
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「ふくやま」につ い て

（3）電気

　 発電 機

〔4）主要タン ク

　   燃料タ ン ク

　   清 水 タ ン ク

　   泡 原液 タン ク

（5） 消防

　   消 防 朮ン プ

　 　 型 式

　 　 容 量

　 　 全 揚程 ：

　 　 回転数 ：

　   放 水砲

　　 3，000L 石包

　　 射程

　 　 2．000L 砲

　 　 射 程

最大　　25kW

防音箱 付

］，000L × 2個

　 100L × 1個

2，000Lx1 個

　 　 　 　 　 　 2基

　　　　　 横型 2段渦巻 式

　 　 　 　 　 5，000L ／ min

　 　 　 　 　 130m

　　　　　 2200rpm

　 　 　 　 電 動 遠隔 操 作

　 　 　 　 　 　 × 　 1基

　　　　1Mpa → 約6］m

　 　 　 　 　 　 x 　 2基

　　　　］Mpa → 　約 53m

　射程は 理論値エ ア ホーム ノズ ル 使

　用

  救 難排水 口 　 E在 金 具付

　φ90mm 　X 　 ］個

  放 水集 合管

　ψ65mm 　 × 　6個 　x 　2式

　   自衛噴霧ノズル

　　　120L ／ min 　 X 　6 個

　   流 出油処理 剤放射装置

（6）無線及び航海計器

　   消防用無線電話装置

　   艇状 態 連絡 器 （AVM ）

　   国際VHF 無線電 話装置

　   船 内指令 装 置

　   レーダープロ ッ タ沮1」深 儀 （10．4型 ）

　   ヘ デ ィ ン グセ ン サー

　   磁気 二］ン パ ス

　   風 向風速 計

　   救助用 力 ラーOCD カ メラ装 置

　　　 （高感 度力 メ ラ　前方監 視用）

　   カ ラー
モ ニ ター

テ レビカ メ ラ 装置

　　　 （船尾 甲板、機関室、救護室 ）

5 ． 試運転結果 （抜粋）

常備満載状態

喫水 　 　平 均

速力 試 験

　出力 （％ ）

　 　 85

　 　 100

　 　 ］10

0．901m

速 力 （ノ ッ ト）

　 16．25

　 24．35

　 24．90

消防モ
ー

ド速力試験

　全門 放水
・
放水角度最大で 、

　定 点保持〜最大 10 ．1ノ ッ ト

騒音計淇1」（850fo出力、

操舵室

救護室

隊員室

6 ， おわりに

　 A特性）

74dB75dB78dB

　本艇 は単 年度 の 設計 及 び建 造 の た め 、

基 本設 計 作 業 は消 防組 合 警防 部 警 防課 及

び 水上 署乗組 員 との打合せ によ り、先代

「雪風 」 の改良 と当セ ン ターの 消防艇建

造 の 知 識と経 験を踏ま え、最新式の シ ス

テ ムを 搭載 した。

　建造 は石田 造船建設（株）が 受注 し、船

体 は 瀬 戸 内 ク ラ フ ト（株 ）に て 製 作 さ れ

た。

　試運 転で は計画以 上 の 速力が 出せる こ

と が確 認 さ れ、本格 的 な 消 防機 能を有す

る 艇と して は 国内最高 レベ ル の 船速を 持

つ 、消 防救 急艇 が 誕生 した。

　福 山 地 区で の 今後 の 活躍 を 祈 ります。
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